




























（Case-marking）について考察を行う。続いて、係助詞におけるカートグラフィ （ーthe cartography 







　（4）　［CP Spec ［C' ［TP DP-［T' Agr-［VP ［t］［V' X V］］］］］］［C Cs］］
 （Kuroda 2007: 297、一部改変３））
（4）は、終止形節の補文標識（Cs）が定形 Infl である Agr を選択し、VP から TP へ移動した主語





















　（6）　 ［TP 我 -ø ［VP 我 ［V' 草 取れり］］］





この -ø が内在部分格（inherent partitive case）で、VP 内に留まると主張している４）。本稿では、
終止形節が対格アラインメントを示すという立場から、主節の -ø は動詞によって付与される構
造格であるという考え方をすることにする。（6）に -ø 対格付与操作を加えたものが（7）となる。
　（7）　 ［TP 我 -ø ［VP 我 ［V' 草 -ø 取れり］］］
（7）は、V「取れり」が隣接する DP「草」に対格 -ø を付与していることを示している。述語が
他動詞における格付与を一般的に示すと（8）のようになる。
　（8）　 ［TP DP1-ø ［VP DP1 ［V' DP2-ø V］］］
さらに、述語が活格動詞である（5a）と不活格動詞である（5b）の格付与を示したものが（9）となる。
　（9）　a. ［TP 我 -ø ［VP 我 ［V' 待たむ］］］
　　　 b. ［TP ［VP ［V' 梅の花 -ø 今 盛りなり］］］
述語が活格動詞である（9a）では、外項である主語（SA）「我」が VP から TP 指定部に移動して主
格 -ø を受け取る。一方、不活格動詞を持つ（9b）では、動詞の内項である DP「梅の花」が動詞

















句であり、これらに -wo が付与されている。このような例から、-wo は対格ではなく、移動によ
り付与される一種の談話マーカーであることが窺える。
　-wo が付与される DP の移動する位置に関して、Yanagida & Whitman（2009）では、v と T の
間にある機能句である AspectP の指定部であり、その主要部にある［＋transitive］特性が DP
を引きつけるとしている。この DP が移動する位置を v と T の間にある TP 内機能投射として、
（10a）と（11a）の派生を記述したものが（12）となる。
　（12）　a. ［TP ［FocP 東女 -ø ［Foc' ［Focus -wo］［vP ［VP 東女 -ø 忘れたまふな］］］］］
　　　　b.  ［TP ほととぎす -ø ［FocP 今城の岡 -ø ［Foc' ［Focus -wo］［vP ［VP ほととぎす ［V' 今城の岡 -ø 鳴
きて越ゆなり］］］］］
（12a）は、述語から対格 -ø を付与された DP「東女 -ø」が FocP に移動し、Focus マーカーであ
る -wo が付与されていることを示している。また、（12b）は、DP が FocP に移動し -wo を付与









日本語においては、TP 内 FocP に加えて CP 位層（CP layer）にも機能投射が存在することが示
唆される５）。scrambling として（13a）の派生を示すと（14）のようになる。
 
　（14）　 ［CP ［FocP 雨の降る夜 -wo ［TP ほととぎす -ø ［FocP 雨の降る夜 ［Foc' ［Focus -wo］［vP ［VP ほとと
ぎす ［V' 雨の降る夜 鳴きて行くなり］］］］
（14）は、（12）と同様、TP 内 FocP において -wo が付与された「雨の降る夜 -wo」がさらに CP 
位層の FocP に移動していること示している。
　本節では、対格アラインメントである終止形節において、動詞の外項が VP 指定部から TP 指
定部へ移動することにより -ø を付与され、動詞の内項が動詞から構造格 -ø を付与されることを
示した。また、DP の移動による -wo 付与が TP 内 FocP により行われ、さらに、CP 位相にも同
様の談話構造があることを指摘した。この終止形節における統語構造を一般化して示すと（15）の
ようになる。















-ga（（16））と -no（（17））といった属格で出現する。このような -ga と -no との使用分布は、NP 分裂
能格体系（NP split-ergative systems）として知られている（Silverstein 1976, Dixon 1979, Garret 
1990）。この NP 分裂能格体系で使われる「NP の階層性」を Dixon（1979）は＜図１＞のように示
している。
　
＜図１＞の「NP の階層性」は、より左側の NP が「行為者」（agent）として使用される可能性
が高まることを示している。つまり、人称代名詞（personal pronoun）が最も「行為者」として使
用される可能性が高く、逆に、普通名詞（common noun）の無生物名詞（inanimate）が最も低いこ






このような連体形節の主語の格付与に関して、Kuroda（2007: 297）では、主語 DP が TP 指定部
に移動せず、VP 内の元位置（in situ）で属格を付与されると指摘している。これは、-ga/-no が同
じ位置で付与され、その選択は「NP の階層性」に依存する格付与であるものと思われる。一方、
Yanagida & Whitman（2009: 120）では、-ga が vP 指定部で内在格として付与され、-no が D に




1st person 2nd person 3rd person proper Human Animate Inanimate ...
pronoun pronoun pronouns nouns Common nouns
likelihood of functioning as transitive agent
＜図１：NPの階層性(Dixon 1979: 85)＞
1st person ... proper Human Human Animate Inanimate ...
pronoun nouns <+specific> <-specific>
-ga -no
＜図２：他動詞の主語＞
1st person ... proper Human Human Animate Inanimate ...
pronoun nouns <+specific> <-specific>
他動詞主語 ： -ga -no
活格自動詞主語 ： -ga -ø
不活格自動詞主語： -ga -ø(-no)
＜図３：連体形節の主語＞
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の Yanagida & Whitman（2009）に沿って -ga/-no の派生を考察していきたい。
　まず、（16a）と（17a）をこの格付与で示すと（18）のようになる。
　（18）　a. ［vP 国栖ら -ø ［v' -ga ［VP 国栖ら -ø ［V' 春菜 -ø 摘むらむ］］］］
　　　　b. ［DP ［D' ［VP 志賀の海人 -no 塩 -ø 焼く］］［D ］］
（18a）の主語「国栖ら」は、VP 指定部から vP 指定部に移動することによって -ga を受け取って
いる６）。一方、（18b）の主語「志賀の海人」は、VP の元位置に留まり D から -no が付与される。










自動詞の主語に関しては、（20）のように「NP の階層性」が高い主語の場合 -ga が付与され、低
い場合は、（19）のように、-ø が付与される。（20）と（19）の格付与は、（21）のように示すことが
できる。
　（21）　a. ［VP 明日香川 -ø ［V' 行く］］
　　　　b. ［VP ［V' 久木 -ø 生ふる］］
　（22）　a. ［vP 君 -ø ［v' -ga ［VP 君 -ø ［V' 行く］］］］
　　　　b. ［vP 我妹子 ［v' -ga ［VP ［V' 我妹子 入りにし］］］］
（21a）は、VP 指定部に位置する活格動詞「行く」の SA である「明日香川」に -ø が付与され、
（21b）は、不活格動詞「生ふる」の SO である「久木」が VP 内で V より -ø が付与されることを
示している。一方、（22a）の活格動詞「行く」の SA である「君」は、VP 指定部から vP 指定部
に移動することによって -ga を受け取り、（22b）の不活格動詞の SO である「我妹子」は、VP 内
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（８）
から vP へ移動することによって -ga が付与される。
　この NP 分裂に従わないものとして、SO が -ø ではなく -no で標示されるものがある。
　（23）　a. ［にほふ黄葉の散らまく］惜しも　（10/2187）
　　　　　 仁宝布黄葉之散莫惜裳惜裳
　　　　　［DP ［D' ［VP にほふ黄葉 -no 散らまく］［D ］］
　　　　b. ［本葉の黄葉散らまく］惜しも　（10/2215）
　　　　　 本葉之黄葉落巻
　　　　　［VP 本葉の黄葉 -ø 散らまく］









-ga が vP 指定部で SA に内在格として付与されているとすると、-wo の付与は vP より高い位置
である必要がある。このような -wo が付与される位置を FocP として（24）の派生を記述したもの
が（25）となる。
　（25）　a. ［FocP 君 -ø ［Foc' ［Focus -wo］［vP 我 -ø-ga ［v' ［VP 我 -ø ［V' 君 -ø 思ふ］］］］］］
　　　　b. ［FocP 花橘 -ø ［Foc' ［Focus -wo］［vP 娘子ら -ø-ga ［v' ［VP 娘子ら -ø ［V' 花橘 -ø 玉貫く］］］］］］









　（27）　a. ［FocP 山背道 -ø ［Foc' ［Focus -wo］［DP ［D' ［VP 他夫 -no 馬より 山背道 -ø 行く］［D ］］］］
　　　　b. ［FocP 春雨の心 -ø ［Foc' ［Focus -wo］［DP ［D' ［VP 人 -no 春雨の心 -ø 知らざらなく -ø ］［D ］］］］







　（29）　a. ［FocP 我が振る袖 -ø ［Foc' ［Focus -wo］［VP 妹 -ø ［V' 我が振る袖 -ø 見つらむ］］］］
　　　　b. ［FocP なづさひ来し -ø ［Foc' ［Focus -wo］［VP 人 -ø ［V' なづさひ来し -ø 見けむ］］］］
（29）は、他動詞の目的語が FocP へ移動し -wo を受け取ることを示している。以上のように、
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また、主語の格に -ga/ -no/ -ø が出現する統語構造を（30）のように示すことができる。
　（30）　a. -ga：［CP ［C' ［FocP （XP-ø-wo）］［vP DP-ø-ga ［v' ［VP DP-ø ［V'（XP-ø）V］］］［C Cr10）］］］
　　　　b. -no：［CP ［C' ［FocP （XP-ø-wo）］［DP ［D' ［VP DP-ø（XP-ø）V］［D ］］］］［C Cr］］

























の表明。事実を新情報として強 ゾ ナモ ・伝承を卑下謙譲の で働いたが、倒置
調する。 ナム 心、礼儀のわきまえを によって文中に入
もって表明。 り、強調の形式を
自分自身で判断不能と表明。後 古くは確信ある断定を 作った。その場合












　（32）　a. 終止形節：［CP ［TopP ［FocP ［TP ［TopP ［FocP ［vP ［VP ...
　　　　b. 連体形節：［CP ［TopP ［FocP ［vP ［VP ...




　　　　　［TP 我 -ø ［VP 我 ［V' 行く］］］
　　　　b. 我は行く　（14/3519）
　　　　　安波由久
　　　　　［TP ［TopP 我 ［Top' ［Topic -pa］［VP 我 ［V' 行く］］］］］
　　　　c. 我も通はむ　（1/79）
　　　　　吾毛通武
　　　　　［TP ［TopP 我 ［Top' ［Topic -mo］［VP 我 ［V' 行く］］］］］
（33a）は、主語「我」が TP 指定部へ移動し主格 -ø が付与されたものである。一方、（33b/c）は、
主語である「我」が TP 内 TopP において -pa/-mo が付与される。終止形節とは異なり、連体形
節では、-pa/-mo が CP 位層における TopP で付与される。
　（34）　a. ［我が行く］道　（7/1121）
　　　　　 我通路




　　　　　 ［CP ［TopP 鵜養が伴 -ø ［Top' ［Topic -pa］［VP 鵜養が伴 -ø ［V' 行く］］］］］川 
　　　　c. ［古の七の賢しき人たちも欲りせし］もの　（3/340）
　　　　　 古之七賢人等毛欲為物
　　　　　  ［CP ［TopP 古の七の賢しき人たち -ø ［Top' ［Topic -mo］［VP 古の七の賢しき人たち -ø ［V' 欲
りせし］］］］もの 
関係節内にある連体形節である（34）は、（a）では主語「我」が vP 指定部で属格「ガ」が付与さ
れているのに対して、（b/c）では主語が主題化し CP にある TopP に移動して -pa/-mo が付与さ
れている。
　ここで、2. で取り上げた FocP に移動して -wo を付与される句と TopP に移動する -pa/-mo が







上代日本語においては、VP 内で -wo を伴うことができないため、VP の外へ強制移動する場合
にのみ -wo が標示される（柳田 2003: 37）。これは、「ヲ」句が他動詞の目的語である場合、SOV
語順を義務的に回避するという現象と捉えることができる。従って、（35）の「ヲ」句は、（36）で
示すように、TP 内機能投射として -wo 格を受け取った後、CP に scrambling していると考えら
れる。
　（36）　a.  ［CP ［FocP 竜の馬 -ø-wo ［TP ［TopP 我 -pa ［FocP 竜の馬 -ø-wo ［VP 我 ［V' 竜の馬 -ø 求め
む］］］］］］］
　　　　b.  ［CP ［FocP 松のさ枝 -ø-wo ［TP 我 -pa ［TopP 我 -pa ［FocP 松のさ枝 -ø-wo ［VP 我 ［V' 松のさ枝
-ø 結ばな］］］］］］］







この派生は、（38）で示すように、CP の FocP に疑問詞「いづへゆ」がすでに移動していること
から、「ヲ」句が元位置に留まっているものと考えられる。
　（38）　 ［CP ［FocP いづへゆ ［TP ［TopP 君 -pa ［FocP 我 -ø-wo ［VP 君 ［V' 我 -ø いづへゆ 率凌がむ］］］］］］］







（39）の「ヲバ・ヲモ」は、（40）のように、目的語が FocP で -wo を受け取った後さらに TopP で 
-pa/-mo を前接させたものであると考えられる13）。
　（40）　a. ［TP ［TopP 君 -ø-wo-pa ［FocP 君 -ø-wo ［VP 君 -ø 待たむ］］］］
　　　　b. ［TP 天地の神 -ø-mo ［TopP 尊天 -ø-wo-pa ［FocP 尊天 -ø-wo ［VP 尊天 -ø 待たむ］］］］









　（42）　a. ［CP ［TP ［TopP 我 -pa ［VP 大君の醜のみ楯と出で立つ］］］［FocP 我 -pa］］










　（44）　a. ［TP ［TopP1 我が名 -pa-mo ［TopP2 我が名 -pa ［VP 我が名 ［V' 千名の五百名に立ちぬ］］］］］
　　　　b.  ［CP ［TP ［TopP1 父母ら -pa-mo ［TopP2 父母ら -pa ［FocP 我 -ø-wo ［VP 父母ら ［VP 我 -ø 待たす
らむ］］］［FocP 父母ら -pa-mo］］
（44a）は、主語「我が名」が TopP2で -pa を受け取り、さらに TopP1で -mo を受け取った結果
「我が名はも」となっていると考えられる。（44b）は、（44a）と同じように、主語「父母ら」に 













識 Cr が非定形（non-finite）の Infl（係助詞「コソ・ゾ・ヤ・カ」）を選択するとし、（46）のような
線的表示化が示されている。
　（46）　［CP Spec ［C' ［TP Spec ［T' Infl ［VP DP-ga/no-［V' X V］］［C Cr］
 （Kuroda 2007: 297、一部改変14））
（46）を用いて（45）の派生を記述すると（47）のようになる。
　（47）　a. ［TP 朝はふる風 -ø ［T' -koso ［VP 朝はふる風 -ø 寄せめ］］］
　　　　b. ［TP 今 ［T' -koso ［VP 今 鳴かめ］］］









　（49）　［CP ［TP ［TopP -mo1 ［TopP -pa/-mo2 ［TopP -koso ［FocP ［vP -wo ［VP ...
（49）の統語構造で（48）の派生を簡略的に示したものが（50）となる。
　（50）　a. ［TP ［TopP 君 -ø-wo-koso ［FocP 君 -ø-wo ［VP 君 -ø 待ちかてにすれ］］］］
（15）
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このことから、係助詞「カ」は、-mo1と -mo2 の間の -zo と同じ位置にあることが分かる。以上のこ
とから、係助詞「ハ・モ・コソ・ゾ・ヤ・カ」と格助詞「ヲ」のカートグラフィーを（55）のように示す。




　（56）　a. 終止形節：［CP ［TopP ［FocP ［TP ［TopP -mo1 ［TopP* -pa/-mo2 ［FocP -wo ［vP ［VP ...
　　　　b. 連体形節（a）：［CP ［TopP* -pa/-mo ［FocP ［vP -wo ［VP ...
　　　　c. 連体形節（b）： ［CP ［TopP ［FocP ［TP ［TopP -mo1 ［FocP -zo/-ka ［TopP* -pa/-mo2 ［TopP -koso/-ya 


















　（59）　a. ［CP1 What ti is important］［CP2 is  qualityi］
　　　　　　　【前提】　　　　　　　　　 copula【焦点】
　　　　b. ［CP1 ti 流らへ散るは］［CP2 何の花そも］






る（Harris & Campbell 1995）。日本語においても、copula であった「ハ」が主題マーカーとし
て文法化して単文化したと考えることが可能である15）。（60b）を擬似分裂文として派生させた構
造を示したものが（60）である。
　（60）　 ［CP1 ［何の花 -zo-mo 流らへ散る］-pa］［CP2 何の花 -zo-mo］










　（62）　［CP1 我 -pa 大君の醜のみ楯と出で立つ］［CP2 我 -pa］
　　　　　　【前提】　　　　　　　　　　　　　　     【焦点】 copula


















B [CP1 ... -zo] [CP2 ... 述語[連体形]]
【弱い焦点】【情報的前提（新情報）】
（機能：焦点を強調）
















　（65）　a. ［CP1 うまし国 -zo］［CP2 あきづ島大和の国は うまし国］
　　　　b. ［CP1 ひとり -ya］［CP2 ひとり 寝らむ］
　　　　c. ［CP1 国から -ka］［CP2 国から 見れども飽かぬ］
　CP2 が新情報を示す Type B は、「起源的には倒置だとしても、広く使われているうちにはそ
れが一つの定型となり、用法に少しずつの変化が生じた」（大野 1993: 200-201）ものであり、






　　　　　 ［CP1 心 -zo］［CP2 心 痛き］
　　　　b. 男じものや恋ひつつ居らむ　（11/2580）
　　　　　 男士物屋恋乍将居
　　　　　 ［CP1 男じもの -ya］［CP2 男じもの 恋ひつつ居らむ］
　　　　c. 八十島過ぎて別れか行かむ　（20/4349）
　　　　　 夜蘇志麻須義弖和加例加由可牟
　　　　　 ［CP1 別れ -ka］［CP2 別れ 行かむ］
（20）
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　（69）　a. ［CP1 その母も我を待つらむ -zo］［CP2 その母も我を待つらむ］
　　　　b. ［CP1 ほととぎす鳴く声聞く -ya］［CP2 ほととぎす鳴く声聞く］




　（70）　a. Type A/B: ［CP1 ［FocP XP-zo/-ya/ka］［CP2 XP VP］］
　　　　b. Type C: ［CP1 ［FocP XP-zo/-ya/ka］［CP2 XP］］
- 21 -
[CP1 別れ-ka][CP2 別れ 行かむ]
(67)で示す Type Cは、節全体が焦点化する構造であり、これは現代日本語の「ノダ」文と相
似している 18)。













(69) a. [CP1 その母も我を待つらむ-zo][CP2 その母も我を待つらむ]
b. [CP1 ほととぎす鳴く声聞く-ya][CP2 ほととぎす鳴く声聞く]
















(70) a. Type A/B: [CP1 [FocP XP-zo/-ya/ka][CP2 XP VP]]



























1st person 2nd person 3rd person proper Human Animate Inanimate ...
pronoun pronoun pronouns nouns Common nouns
likelihood of functioning as transitive agent
＜図１：NPの階層性(Dixon 1979: 85)＞
1st person ... proper Human Human Animate Inanimate ...
pronoun nouns <+specific> <-specific>
-ga -no
＜図２：他動詞の主語＞
1st person ... proper Human Human Animate Inanimate ...
pronoun nouns <+specific> <-specific>
他動詞主語 ： -ga -no
活格自動詞主語 ： -ga -ø
不活格自動詞主語： -ga -ø(-no)
＜図３：連体形節の主語＞
1st person ... proper Human Human Animate Inanimate ...
pronoun nouns <+specific> <-specific>
他動詞主語 ： -ga -no




pronoun nouns <+specific> <-specific>
他動詞主語 ： -ga -no














































pronoun nouns <+specific> <-specific>
他動詞主語 ： -ga -no
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５）古イタリア語においても、CP 位層と TP 内の二カ所に談話構造が見られる。詳細については、
Ueno （2017a, 2017b, 2018）及び上野（2018）を参照のこと。
６）連体形節の場合、主格 -ø は、T ではなく V が付与すると思われる。
７）SA は他動詞主語と同じとなる。
８）-no は他動詞主語の格標示であることや、-ø も -no も移動を伴わない格付与であることが関
係しているものと思われる。























の表明。事実を新情報として強 ゾ ナモ ・伝承を卑下謙譲の で働いたが、倒置
調する。 ナム 心、礼儀のわきまえを によって文中に入
もって表明。 り、強調の形式を
自分自身で判断不能と表明。後 古くは確信ある断定を 作った。その場合












　　　  ［TP ［TopP 荒雄ら -pa ［TopP 妻子が産業 -ø-wo-pa ［FocP 妻子が産業 -ø-wo ［VP 荒雄ら ［V' 妻子
が産業 -ø 思はずろ］］］］］］







Whitman（1997: 161）では、-zo が ± 疑問焦点、-ya が［-wh］疑問、-ka が［±wh］疑問、という
素性を持つと指摘している。







(i) [CP1 太郎が食べたの]は[CP2 この柿だ]
17) 係助詞の選択は、それぞれの係助詞が有する意味素性に依存すると考えられる。例えば、Whitman(1997:
161)では、-zoが±疑問焦点、-yaが[-wh]疑問、-kaが[± wh]疑問、という素性を持つと指摘している。













では焦点移動で Type C も派生すると考える。
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A Study of the Syntactic Structure in Old Japanese 
- Kakari musubi Construction at Man'yôshû -
Takafumi UENO
Key words: kakari particle, cartography, active language, cleft sentence, nominalized clause
　　This paper aims to define the typical syntactic structure of Old Japanese at Man'yôshû. In Old 
Japanese, two types of alignment exist: the accusative alignment and the active alignment. While the 
accusative alignment appears in independent clauses which end in the conclusive form (syusi-kei), the 
active one accompanies subordinate clauses which close in the adnominal form (rentai-kei). I point out that 
these alignments have a different Case-marking. Furthermore, by focusing on the cartography of syntactic 
structures in kakari particles, I analyze kakari musubi as a cleft sentence.
（32）
